
金
滞
古
蹟
志
巻
十
二

緒
醤
記
に
見
ね
た
り
。
故
に
府
犬
た
ど
も
多
く
飼
置
き
、
犬
牽
も
数

入
居
た
る
た
る
ぺ
し
。

。
唐
犬
之
侮
蹄

三
蜜
記
陀
一
宮
ふ
。
利
長
卿
高
岡
御
在
携
の
頃
、
佃
源
太
郎
云
々
の
事

に
て
‘
迫
放
被
昌
仰
出
-
け
る
に
よ
り
、
越
後
を
さ
し
て
走
り
ゆ
き
、
上

綿
様
を
心
懸
け
て
行
き
た
り
。
御
犬
牽
の
才
衣
郎
が
第
才
兵
衛
上
総

様
に
有
v
之
と
聞
き
沿
よ
ぴ
け
る
ゆ
ゑ
、
彼
を
頼
み
て
引
込
み
け
る

に
、
才
兵
衛
申
す
ゃ
う
は
、
唐
犬
一
疋
才
覚
し
て
訟
は
し
ま
せ
、
頓

て
有
付
き
給
ゐ
ぺ
し
と
い
ふ
。
心
得
た
り
と
高
岡
へ
夜
通
し
に
来

り
、
御
犬
家
才
次
郎
に
引
込
み
相
談
し
け
る
に
、
そ
れ
と
そ
や
す
け

れ
と
、
生
周
囲
郎
兵
衛
方
へ
参
り
、
繭
々
の
事
を
語
る
に
、
四
郎
兵

衛
聞
き
て
、
能
く
と
そ
申
来
り
た
れ
と
、
御
唐
犬
の
内
に
も
無
v
之
程

の
唐
犬
に
銀
子
を
添
へ
て
奥
へ
け
り
。
源
太
郎
此
の
犬
を
牽
き
越
後

へ
ゆ
き
、
太
閤
の
信
長
へ
直
参
の
事
を
忠
ひ
出
し
、
上
級
様
鷹
野
よ

り
御
戻
り
の
節
.
路
次
の
脇
に
犬
牽
き

τ長
り
居
け
る
に
、
あ
れ
は

誰
ぞ
と
御
等
た
り
。
源
太
郎
承
り
、
高
岡
牢
人
に
て
候
、
被
白
召
置
-
候

は
営
難
v
有
可
v
奉
v
存
旨
申
上
ぐ
。
印

τ被
=
召
置
-
御
一
砲
に
唐
犬
を
指
上

ぐ
る
。
飽
き
犬
を
上
げ
た
り
と
て
、
共
の
脆
百
五
十
石
の
折
紙
を
頂

し
て
欲
心
危
き
故
な
り
と
い
へ
り
。
貨
に
此
の
設
の
如
く
に
や
あ
ら

ん
か
o

o--??人
組
地
跡

此
の
組
地
は
.
非
人
小
屋
の
此
方
に
て
、
奮
務
中
は
三
十
人
組
と
稀

す
る
小
者
共
の
組
地
鼠
り
。
按
や
る
に
、
上
文
に
記
載
す
る
如
く
、

延
貨
の
金
海
固
に
、
今
い
ふ
手
木
町
の
地
を
ば
三
十
人
組
・
同
小
頭

共
の
組
地
友
る
よ
し
載
せ
た
り
。
き
れ
ば
延
貨
の
頃
は
此
の
地
に
て

組
地
を
賜
怯
り
、
愛
に
居
住
せ
し
か
ど
、
後
三
十
人
組
の
者
共
を
ぽ

犬
小
屋
の
あ
な
た
へ
移
締
せ
し
め
、
跡
地
を
手
木
足
騒
の
組
地
と
た

し
、
手
木
共
家
作
し

τ、
手
木
町
と
町
名
に
呼
ぴ
た
り
し
と
開
ゆ
。

さ
て
三
十
人
組
と
呼
べ
る
も
の
は
、
既
に
上
文
陀
記
載
す
る
如
く
、

御
手
廻
り
と
も
呼
ぴ

τ、
務
侯
の
身
近
に
奉
公
す
る
小
者
た
り
。
江

戸
横
目
所
日
記
に
左
の
如
く
見
ね
た
り
。

御
手
廻
之
者
‘
向
後
雨
天
之
時
分
、
笠
着
震
v
仕
侠
様
被
=
仰
出
-
候
由
‘

稲
田
政
太
夫
申
聞
候
。
笠
飽
持
等
之
儀
は
、
割
場
b
申
談
候
由
之
事
。

五
月
十
二
日

右
は
元
総
八
年
也
。

三
十
人
組
之
者
等
、
御
供
廻
与
書
上
申
候
に
付
、
被
昌
仰
出
-
之
趣
奉
昌

金
滞
古
蹟
志
血
管
十
三

五
~ 
p、

践
し
、
共
の
年
の
誠
返
し
を
取
り
て
、
明
る
春
は
出
頭
致
し
け
る
に
・
一

は
や
高
岡
に

τ利
長
卿
の
御
耳
に
立
ち
、
箆
長
十
七
年
の
碁
越
後
へ

御
使
者
立
て
、
源
太
郎
を
被
日
召
寄
一
武
百
石
被
・
下
け
り
云
々
と
。
叉

混
見
摘
寓
に
云
ふ
。
先
年
前
田
家
に
名
器
の
唐
犬
有
v
之
。
或
時
野
へ

牽
出
し
け
る
に
、
取
り
逃
し
、
近
邑
へ
走
り
ゆ
き
‘
三
歳
許
の
子
遊

び
て
居
た
り
。
院
に
喰
は
ん
と
懸
け
寄
る
に
、
共
見
発
爾
と
笑
ひ
何

心
た
し
。
彼
犬
尾
を
振
り
、
害
す
る
事
も
た
く
立
去
り
ぬ
。
共
時
夫

牽
人
懸
け
来

τ、
犬
を
ぽ
捕
ふ
と
た
り
。
彼
の
犬
牽
後
月
舟
和
倫
に

か
く
/
¥
の
よ
し
悟
り
、
危
き
事
に
逢
ひ
た
り
と
云
ふ
。
和
倫
此
の

物
語
を
聞
き
、
扱
々
有
が
た
き
事
を
承
り
た
り
。
働
法
の
根
元
此
の

一
貨
な
り
。
無
我
の
所
と
そ
有
難
け
れ
。
怒
れ
ば
と
そ
犬
も
喰
ふ
ぺ

け
れ
。
誠
有
る
を
邪
魔
に
行
〈
事
は
、
ま
し
て
あ
る
べ
き
事
に
あ
ら

.
宇
。
犬
の
意
か
く
の
如
し
と
申
さ
る
L
と
也
。
と
あ
り
。
按
守
る
に
、

右
の
僻
話
は
延
貸
・
天
和
・
貞
享
頃
た
ど
の
事
た
ら
ん
か
。
猛
獣
の
小

・
児
に
向
う
て
容
を
た
さ
ど
る
僻
話
は
、
二
十
四
孝
の
虎
を
は
じ
め
‘

彼
是
物
語
ぷ
み
共
花
見
ね
た
り
。
或
は
日
く
‘
禽
献
は
よ
〈
人
の
気

を
祭
す
。
故
に
猛
獣
は
必
守
そ
の
集
を
察
し
て
容
を
た
す
。
小
児
は

無
心
に
て
、
共
の
指
摘
な
き
ゅ
ゑ
に
害
を
た
さ
守
。
是
い
ま
だ
無
我
に

承
知
-
候
。
不
調
法
之
仕
合
奉
v
存
候
。
御
乎
廻
之
者
之
外
、
抑
足
髄
・

割
場
付
小
者
等
茂
有
v
之
候
故
、
惣
様
御
供
廻
与
書
上
申
候
。
不
余
議

之
仕
合
、
迷
惑
至
極
奉
ν
存
候
。
以
上
。

五
月
廿
一
日

中
村
市
郎
左
衛
門

村

惣

次

郎

依

垣

多

門

前

回

謝

馬

殿

多

賀

信

濃

殿

玉
井
勘
得
由
殿

右
は
元
職
七
年
也
。

。
御
小
屋
坂

此
の
坂
は
小
立
野
錨
坂
の
坂
中
よ
り
、
一
本
松
へ
降
る
坂
路
に
て
、

是
よ
り
非
人
小
屋
へ
遇
へ
り
。
故
に
御
小
屋
坂
と
呼
ぺ
り
。

。
非
人
小
屋
跡

此
の
小
屋
は
、
上
笠
舞
の
村
地
た
る
周
囲
中
に
て
、
三
十
人
組
屋
敷

の
上
た
り
。
奮
藩
中
ぽ
、
貧
民
を
入
れ
置
か
る
L
救
小
屋
に
て
、
是

を
非
人
小
屋
と
稀
し
、
世
人
は
御
小
屋
と
呼
べ
り
。
三
州
志
来
因
概

覧
附
録
の
非
人
小
屋
の
註
に
一
宮
ふ
。
非
は
貧
字
の
挟
欺
と
。
又
一
民
ふ
。

五
七

• 




